
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロングリーチグループ  
『MARR』に株式会社 C-United のマルチブランド戦略に係わるインタビュー記事が掲載 
 
【東京 / 香港 2023 年 10 月 11 日】   独立系投資会社ロングリーチグループのパートナー 杉本友哉並びにエ

グゼクティブ ディレクターの陳毅哲のインタビュー記事が、M&A 専門誌『MARR（マール）』（2023 年 11 月号）

に掲載されましたのでお知らせします。 
 
ロングリーチグループは 2018 年に UCC フードサービスシステムズから「珈琲館」事業を、2020 年に「カフェ・

ベローチェ」を展開するシャノアールの全株式を、2022年に「カフェ・ド・クリエ」を展開するポッカクリエイトの全

株式をそれぞれ取得。その後 3 社を順次統合し、国内第 5 位のカフェチェーン運営企業である C-United 株

式会社が誕生。記事では、カフェブランドの拡大を図るロールアップ投資戦略について語っています。 
 
インタビュー記事は以下からご覧いただけます。 
 

『MARR Online （マールオンライン）』 
「マールレポート ～企業ケーススタディ～」 2023 年 11 月号 （2023/10/11 掲載） 
C-United の設立でカフェブランドの拡大を図るロールアップ投資戦略 
 
+++ 
 
ロングリーチグループのニュースリリース関連記事は以下からご覧いただけます。 
 
C-United によるカフェ・ド・クリエ事業の取得について（2022 年 2 月 10 日発表） 
 
カフェ・ベローチェ事業の取得について（2020 年 1 月 7 日発表） 
 
珈琲館事業の譲受につき、ユーシーシーフードサービスシステムズ株式会社と合意（2018 年 3 月 7 日発表） 
 
 
# # # 
 
ロングリーチグループについて (URL: http://www.longreachgroup.com/) 
 
ロングリーチグループは、日本における戦略的プライベート･エクイティ投資を目的とした事業支援投資会社です。

対象分野としては、日本におけるコンシューマー関連、産業テクノロジー、ビジネスサービスの各分野が中心となり

ます。共同投資分を含め合計で約18億ドル（約2,000億円）規模の3ファンド（第1号・第2号・第3号）を運営しており、

過去これらのファンドを通じて、様々な投資案件を手掛けてきた実績を有しています。 
 
ロングリーチグループは、投資主体となるファンド並びに香港拠点のロングリーチグループ･リミテッドおよび東京拠

点の株式会社ロングリーチグループにより構成されるグループです。東京拠点の株式会社ロングリーチグループは、

日本およびアジア市場に関するデータや情報を収集し、投資ファンドが投資案件の発掘調査を行うためのコンサル

ティング業務を提供しています。 
 
ロングリーチグループは、投資先企業の皆様との信頼関係を基に多様なソリューションを提供することを通じて、企

業価値の創出に積極的に取り組んでいます。 
 
 

https://www.marr.jp/menu/ma_strategy/ma_pefund/entry/46890
https://uploads-ssl.webflow.com/611f19dd667fb3759bf5a9bd/6204acde335a3a1c98b0e27b_LRG_Press%20Release_J_final_20220210.pdf
https://uploads-ssl.webflow.com/611f19dd667fb3759bf5a9bd/6155b463ed0af8725bed3c99_Longreach_Press%20Release_CaffeVeloce_J_20200107_final.pdf
https://uploads-ssl.webflow.com/611f19dd667fb3759bf5a9bd/6155b63d1cce5f6cbfa2e5df_LRG_House_Press%20Release_J.PDF
http://www.longreachgroup.com/

